












































































個 人 研 究
　以上，アメリカにおける条約と議会法との抵触につ
いての問題に関する研究の概略であるが，しかしこれ
は一般的に条約と議会法との関係についての理論構成
を決定づけるものとはならない。それはまず第一に，
条約が，国内執行において，果して議会法と同位関係
にあるかどうかということである。この問題は条約と
憲法との関係を検討する際にある程度明らかにされる
ところであるが，結論としては，少くとも条約は議会
法との関係において，議会法の上位法として国内的に
適用されるものであるといわなければならない。した
がって，条約と議会法との抵触が生じた場合，「後法
優位の原則」の適用はありえないことになる。この点
については，次年度において，憲法と条約との関係の
検討の際解明することにする。
（67）
